
英語活動 第［５］学年 単元活動計画 【 A B C ? ② ― アルファベットの音仲間を探そう ―】 全４時間計画
単元のねらい： アルファベットに音があることを知り、既習表現と関連付けたり音を聞いて表現を思い出したりする活動を通して、文字に慣れる。

［聞くこと］ 音のアルファベットを注意深く、発音の通りに聞こうとする。
［話すこと］ 既習表現と関連付け、アルファベットの名前や音に注意しながら簡単な英語で応じようとする。
[読むこと] 既習表現の頭文字と音を関連付けて読むことを通して、表現に生かそうとする。
[書くこと] 既習表現の頭文字と音を関連付けて書くことを通して、表現に生かそうとする。
［自国や外国の文化への関心］

アルファベットの音をテーマにした活動を通して、英語への関心をもとうとする。

時 １ ２ ３ ４

ね 活動を通して、アルファベット 26 アルファベットの音を知り、友達と アルファベットの音を知り、友達と 前時までの表現を駆使して、自分の
ら 文字を思い出し、友達との交流を楽し 相談するなどして、既習表現の中から 相談するなどして、既習表現の中から 名前の頭文字とその文字で始まる表現
い む。 同じ音で始まる仲間を探し、アルファ 同じ音で始まる仲間を探し、アルファ を紹介することを通して、相手の印象

ベットの音に慣れる。 ベットの音に慣れる。 に残る自己紹介をし、友達との交流を
楽しむ。

主 “ U are out.” Game Finding A Sound of Alphabet Exchanging Cards Game Sound of Letters
な
活
動

言 You are out. A says a, a, apple. What's this sound? What's your name?
語 It's “U”. B says b, b, bear. Hint, please. My name is Eri.
材 アルファベット 26文字

…

My letter is E.
料 Z says z, z, zebra. (What's this letter? ) This is “～”.

[話すこと] [聞くこと] [聞くこと] [話すこと]
活動を通して、アルファベットの名 ALT の音のアルファベットを注意 音のアルファベットを注意深く、発 相手に印象に残る自己紹介をすると

評 前の言い方に注意しながら簡単な英語 深く、発音の通りに聞こうとする。 音の通りに聞こうとする。 いう目的をもって、既習表現の中から、
価 で応じようとする。 [読むこと] [書くこと] 自分の頭文字で始まる表現を紹介する
規 [自国や外国の文化への関心] アルファベットの音と名前を関連付 アルファベットの音を聞いて、その とともに友達との交流を楽しむ。
準 活動を通してアルファベットの名前 け、既習表現のカード中から同じ音の 音で始まる表現を思い出し、頭文字を [書くこと]
を思い出すとともに友達と交流するこ 仲間を探そうとする。 なぞり書きしようとする。 既習表現の中から自分の頭文字で始
とを通して、英語活動への関心をもと まる表現を書いて、活動に生かそうと
うとする。 する。

指 活動に慣れたら、１回に言うアルフ 同じ音で始まる表現を探す場面で 相手が示したアルファベットの音を 自己紹介用紙に自分の頭文字とその
導 ァベットを２文字、３文字と増やした は、教室内にあるものを活動のきっか まねて言いながら、表現の頭文字を学 文字で始まる表現を絵や文字で書きな
上 り、グループの人数を減らしたり活動 けにしながら活動を促すようにする。 習プリントになぞるよう促す。カード がら表現に触れ、活動に生かせるよう
の の仕方を変えたりすることを通して、 また、既習の絵カードや具体物を教室 を交換しながら活動することを通し にする。
留 アルファベットに慣れるようにする。 内に置き、児童の活動を支援するよう て、たくさんのアルファベットの音に
意 U にあたることをみんなで楽しめる にする。 触れられるようにする。
点 ような雰囲気を大切にする。 Ａ～Ｚの順にこだわらない。



【 ABC? ② 】 第 １ 時／ ４週計画

［Aim] 活動を通して、アルファベット 26文字を思い出し、友達との交流を楽しむ。

［Preparation] ４年時に色塗りをして作成したアルファベット文字カード

指 導 上 の 留 意 点

主な学習活動 時間 評価項目
ＨＲＴ ＡＬＴ

Greeting ５ 笑顔で児童を迎え、一人一人の児童の目を見て既習表現を
Song 使ってあいさつを交わし、緊張感を解きほぐすようにする。

Main Activity 35
①活動の実演を見て本 (15) 活動を提示する。 活動を提示する。
時の活動について考 [話すこと]
え、表現に触れる。 “U are out” Game ○活動を通し

て、アルファ
①児童は、丸くなって座る。 ベットの名前
② ALT：Let's say the alphabet. の言い方に注

Start from “A.” 意しながら、
③児童はアルファベットを１文字ずつ順に言う。 簡単な英語で
④アルファベットの「U」のところになると、 応じている。
「U」を言った友達を指して、

ALT：It's “U.” You are out. ◎活動を通し
全 ：You are out. て、アルファ

ALT：Please wait there. ベットの名前
⑤次の児童は「V」から始め、「Z」まできたら の言い方に注
再び、Aから始め、①から⑤までを繰り返し行う。 意しながら簡

単な英語で応
＊児童がアルファベットを思い出すガイドとなるよう、黒 じ、進んで活
板に４年時に色塗りをして作成したアルファベット文字 動している。
カードを掲示する。
＊児童が活動の仕方をとらえられたら、ALT グループと

HRTグループに分け、少人数で活動するようにする。
＊児童が一人になるまで、何度か繰り返し行うようにする。[自国や外国の
＊アルファベットを１文字ずつ言う活動に慣れたら、２文 文化への関心]
字ずつ、３文字ずつ言えるなどして活動を工夫するよう ○活動を通し
にする。こうすることにより、Uにあたる児童を調整す てアルファベ
ることが可能となる。 ットの名前を
＊ ALTは児童の質問をうけ、簡単な質問に答えるように 思い出すとと
する。 もに友達と交

流することを
②グループになって、 (20) 児童に、２グループを指示 通して、英語
“U are out” Gameを する。 活動への関心
活動することを通し をもっている。
て、アルファベット １グループを担当し、児童 １グループを担当し、児童
の名前を思い出し、 とともに活動を楽しむ。 とともに活動を楽しむ。 ◎アルファベ
活動を楽しむ。 ットに関心を

＊①で示した活動例を参考に、多様な活動を通して楽しく もち、進んで
取り組めるようにする。 活動している。
＊児童の状況に応じて、グループの編成を替えて行う。

Greeting ５ 児童の感想を笑顔で聞くようにする。
児童の活動のよかった点について、ALTと HRTがそれぞ

Song れに賞賛し、次時への活動の意欲を喚起するようにする。



【 ABC? ② 】 第 ２ 時／ ４週計画

［Aim] アルファベットの音を知り、友達と相談するなどして、既習表現の中から同じ音で始まる仲間を
探し、アルファベットの音に慣れる。

［Preparation] 既習表現の絵カードや具体物、アルファベットの文字カード

指 導 上 の 留 意 点

主な学習活動 時間 評価項目
ＨＲＴ ＡＬＴ

Greeting ５ 笑顔で児童を迎え、一人一人の児童の目を見て既習表現を
Song 使ってあいさつを交わし、緊張感を解きほぐすようにする。

Main Activity 35
①活動の実演を見て本 (20) 既習表現の絵カードを用い [聞くこと]
時の活動について考 児童とともに活動を見る。 て、アルファベットの音を ○ ALTの音の
え、表現に触れる。 紹介する。 アルファベッ

トを注意深く、
Big A, little a says a, a, apple. 発音の通りに

"apple", "animal", "am", "and" 聞いている。
Big B, little b says b, b, bear.

"bear", "bread", "back", "bath" ◎ ALTの音の…
アルファベッ

[表現例] トを注意深く、
C(cow) I(ink) O(octopus) U(umbrella) 発音の通りに
D(dog) J(jet) P(pig) V(violin) 聞き、既習表
E(egg) K(king) Q(queen) W(witch) 現の絵カード
F(fish) L(lion) R(rabbit) X(box) で応じている。
G(goat) M(monkey) S(sun) Y(yard)
H(hat) N(note) T(tiger) Z(zebra)

児童とともに聞き、ALT
の 口元を見ながら、アル 既習表現を用いてアルファ [読むこと]
ファベットの音を注意して ベットの音を聞かせること ○アルファベ
聞くように促す。 を通して、音を思い出せる ットの音と名

ようにする。 前を関連付け、
既習表現のカ

ALT の後について音をま 26 の絵カードを一通り読ん ード中から同
ね、児童の活動を促すよう で紹介する。 じ音の仲間を
にする。 探している。

②身の回りや既習表現 (15) 身の回りや既習表現からア ◎アルファベ
からアルファベット 児童とともに、ALT の説明 ルファベットの音仲間を探 ットの音と名
の音仲間を探し、音 を聞く。 すよう指示する。 前を関連付け、
に慣れる。 Aから順に探すのではなく、既習表現のカ

気付いた順で良いことを伝 ード中から同
児童に質問するよう促す。 えるようにする。 じ音の仲間を

児童の質問に簡単な英語で 進んで見付け
児童とともに、アルファベ 答える。 ている。
ットの音仲間を探す活動を
する。 児童が見つけ出した音仲間

の表現を、絵カードや具体
物を提示しながら確認する。

Greeting ５ 児童の感想を笑顔で聞くようにする。
児童の活動のよかった点について、ALTと HRTがそれぞ

Song れに賞賛し、次時への活動の意欲を喚起するようにする。



【 ABC? ② 】 第 ３ 時／ ４週計画

［Aim] アルファベットの音を知り、友達と相談するなどして、既習表現の中から同じ音で始まる仲間を
探し、アルファベットの音に慣れる。

［Preparation] 前時に紹介したアルファベットの音の絵カード（26枚）＝提示用、児童活動用

指 導 上 の 留 意 点

主な学習活動 時間 評価項目
ＨＲＴ ＡＬＴ

Greeting ５ 笑顔で児童を迎え、一人一人の児童の目を見て既習表現を
Song 使ってあいさつを交わし、緊張感を解きほぐすようにする。

Main Activity 35
①活動の実演を見て本 (15) 活動を提示する。 活動を提示する。 [聞くこと]
時の活動について考 ○音のアルフ
え、表現に触れる。 Exchanging cards Game ァベットを注

意深く、発音
[設定]既習表現を駆使して簡単な英語で交流するこ の通りに聞い
とを通してカードの表現を当てながら、アル ている。
ファベットの音を集める。

◎文字付き絵
ALT：I have one card. カードを見な
HRT：What's this sound? がら、音のア
ALT：◇. (カードの表現の頭文字の音を出す) ルファベット
HRT：◇? を注意深く、

Hint, please. 発音の通りに
ALT：（既習表現や動作化を通してヒントを出す。） 聞いている。
HRT：It's a rabbit.
ALT：OK.
HRT：（自分の学習カードのｒの欄） [書くこと]

Ra-bbit. (と言いながら、ｒをなぞる。) ○アルファベ
ットの音を聞

ALTと HRTの役割を交換して、同様に行う。 いて、その音
その後、互いにカードを交換し、別の相手と活動する。 で始まる表現

を思い出し、
＊活動の提示を見て分かったことを発表するよう促す。 頭文字をなぞ
児童の想像力を十分にはたらかせた反応を引き出すよう り書きしてい
にする。 る。
＊相手が示したアルファベットの音をまねて言いながら、
表現の頭文字を学習プリントになぞるよう促す。 ◎アルファベ
＊児童の質問から質問を受け、ALT は簡単な英語で答え ットの音を聞
る。 いて、その音

で始まる表現
② Exchanging cards (20) 児童に学習カードを配付し、 児童にアルファベットの音 を思い出し、

Game を通して、ア 名前を書くように促す。 の絵カードを一枚ずつ配付 頭文字をなぞ
ルファベットの音に する。 り書きするこ
慣れるとともに、友 とを繰り返し
達との交流を楽し 活動に消極的な児童ととも 児童とともに活動すること 行っている。
む。 に活動し、進んで活動でき を通して、活動への充実感

るように支援する。 や成功感を味わわせるよう
にする。

Greeting ５ 児童の感想を笑顔で聞くようにする。
児童の活動のよかった点について、ALTと HRTがそれぞ

Song れに賞賛し、次時への活動の意欲を喚起するようにする。



【 ABC? ② 】 第 ４ 時／ ４週計画

［Aim] 前時までの表現を駆使して、自分の名前の頭文字とその文字で始まる表現を紹介することを通し
て、相手の印象に残る自己紹介をし、友達との交流を楽しむ。

［Preparation] 自己紹介用紙、前時に仲間分けした既習表現の絵カード 児童：色鉛筆など

指 導 上 の 留 意 点

主な学習活動 時間 評価項目
ＨＲＴ ＡＬＴ

Greeting ５ 笑顔で児童を迎え、一人一人の児童の目を見て既習表現を
Song 使ってあいさつを交わし、緊張感を解きほぐすようにする。

Main Activity 35 [話すこと]
①活動の実演を見て本 (15) 活動を提示する。 活動を提示する。 ○相手に印象
時の活動について考 に残る自己紹
え、表現に触れる。 ＜ Sound of Letters＞ 介をするとい

う目的をもっ
[設定] 友達の印象に残る自己紹介をする。 て、既習表現
[準備] 自己紹介用の紙に、自分のイニシャルと の中から、自
その文字で始まる単語の絵や文字を書く。 分の頭文字で

始まる表現を
ALT：Hi. My name is Betty. 紹介したり、

My letter is B. 友達との交流
This is “bear.” を楽しんだり
This is “bag.” している。
This is “basketball.”
This is “butterfly.” ◎自校紹介の
Thank you. カードを自分
What's your name? で作成し、た

HRT：My name is Eri. くさんの友達
My letter is E. と交流してい
This is “egg.” る。
This is “elephant.”
This is “elegant.”
This is “English.”
Thank you. [書くこと]

○既習表現の
＊活動の提示を見て分かったことを発表するよう促す。 中から自分の
児童の想像力をはたらかせた反応を引き出す。 頭文字で始ま
＊自分の頭文字で始まる表現を３つくらい書くこと、前時 る表現を書い
の活動でアルファベットごとに集めた既習表現を参考に て、活動に生
することを確認する。 かしている。
＊紹介の最後には「Thank you.」と言うことに気付かせる
ようにする。 ◎既習表現の

中から自分の
②自己紹介用の絵カー (20) 自己紹介用紙を配付する。 ①で確認した内容について 頭文字で始ま
ドを作成し、友達と交 書くよう促す。 る表現を正し
流して表現に慣れる。 ＊自己紹介カードの完成した児童から活動するよう促す。 くていねいに

＊児童とともに活動し、活動の成功感や充実感を味わわせ 色を工夫して
るようにする。 書き、繰り返
活動に消極的な児童ととも 活動に慣れたら、別の名前 し活動してい
に活動し支援する。 で活動するよう促す。 る。

Greeting ５ 児童の感想を笑顔で聞くようにする。
児童の活動のよかった点について、ALTと HRTがそれぞ

Song れに賞賛し、次時への活動の意欲を喚起するようにする。


